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1喝　　況
現代の複雑な社会情勢を反映して、災害もまた特異な現象を伴って増加している。つまb都市機能のひずみ

がもたらす災害の質的変ほうは、今や市民生活の基盤を脅かすに至っているといえよう。

このような情勢に対処する消防体制として、市内の3消防署、 1 0出張所に2 3台のポンプ車と1 0台の救

急車並びにはしご車、救助=作車等9台の特殊車両を配備し、有事即応の響防体制を敷くとともに、地下街等

の特殊災害に備えては、健軍消防署に併設している訓練センターで隊員の救助技術を錬磨しているo

一方、火災の未然防止のためには、各事業所に対する防火査察を実施して消防用設備等の設置、維持、管理

及び火気取り扱いや初期消火要領等の指導に当たるとともに、防火管理者制度の効果的運用を図り、さらに危

険物施設の許認可にあたっては規制、指導など安全管理に努めている。

また、全車両に装備した拡声装置を使用しての日常的防火広報の推進、春、秋における火災予防運動の展開、

防災指導車や広報機関又は広報紙を利用しての防火広報等、あらゆる広報媒体を利用して予防意識の高揚を図

ってレヽる。

特に最近地域住民の間で不安が高Tg:っている震災には、その対策指導用として人工地震体験車(起案車)を

活用するほか、地域ごとに住民と一体となった訓練を積極的に実施している。

年々増加の一途にある救急業務に対処するため、救急隊7隊を適正配置し救急患者を安全かつ迅速に医療機

関-搬送する体制をとるなど、消防業務も極めて広範を分野にわたっている。

消防団については、 /j、学校児童就学区域を1分団として編成された5 6分団2,0 4 2人の団員が常備消防と

協力して、水、火災、その他の災害防除に当たるとともに、火災予防面においてもそれぞれの家業の傍ら献身

的努力を傾け、地域防災に重要な役割を果たしている.

2　消防職員・消防車両配置状況
(昭5 8.4.1現在)

区 分

局 署 別

ォ

防

捕

防

潤

K

司

捕

防

潤

防

司

潤

防

士

長

捕

防

副

潤

防

そ

の

他

の

紘

計

車 両
そ

の

他

計

可

搬

動

刀

可

搬

排

檀

機

趣

短

披

無

m

寡

ノレ
高

3」

オレフ

' *

は

し

屈

折

は

救

Sh

義

発

泡

車

化

jg

司

令

車

揺

拷

救 広

戟

防

災

* e

k

車

正

監
監

令

長

司

%

蝣」

捕

士

長 士

戟

負

ン′

ク

車

過

草

ど

車

し

ど
車

工

作

車

千

草 車

急

車

査

餐

車

描

導

革

ポ

ン

プ

装

管

泡

装

.匿

総 計 1 1 10 Z L 4 1 11 8 9 0 ユb 7 4 9 1 9 1 4 3 2 2 1 .1 3 3 1 0 14 1 1 劫 r8 4 8 2
ふ ふ

2

捕

防

局

m ft ォ 1 1 2 4 4 l l 7 1 3 1 1 3 4 2

予 防 課 1 4 3 1 6 1 2 5 4 1 1 6 3

警 防 課 1 3 5 1 3 4 1 a 29 2 2 1
+ ョ

計 1 1 4 l l 1 2 4 J 4 8 4 ffi 5 1 1 5 12 1
M S

中

央

潤

防

普

本 署 2 4 b 2D 1 5 3 7 1 8 5 1 1 1 1 1 1 1 2 3 1 13 3 1 10 1

島 崎 出 張 所 1 2 5 5 13 1 1 1 3 2

田 崎 〟 1 4 6 10 2 1 1 1 1 1 4 3

南 熊 本 〝 1 2 4 6 1 3 1 1 2 1

川 尻 〝 1 4 5 l l 2 1 1 1 1 1 4 . 3

小 島 〝 1 ・? 6 3 12 1 1 2 1

計 2 4 l l 3 1 4 1 7 2 1 1∈5 4 5 1 1 1 1 1 1 4 3 6 28 3 1 2 0 1

東

潤

防

普

本 署 2 2 7 1 6 16 4 6 1 a ) o 1 1 1 1 1 1 2 3 1 14 1 1 l l

清 水 出 張 所 1 4 4 1 2 Z l 1 1 1 3 2

京 町 〟 1 2 4 6 13 1 1 2 1 1

楠 〝 1 2 3 6 12 1 1 1 3 1 2

計 .2 2 1 0 2 4 2 7 7 0 1 13 5 2 . 4 1 1 . i . ユ 1 i + 3 3 4 盟 Aa L 1‥ 16

*

翠

潤

防

普

本 署 2 4 6 1 4 l l 3 3 1 7 4 ri 2 1 1 1 2 3 2 14 1 1 0

出 水 出 張 所 1 2 3 7 13 1 1 3 o 1

託 麻 〝 1 4 4 1 2 Z l 1 1 1 3 2

計 2 4 8 2 0 1 8 5 1 1 (過 3 4 1 1 1 3 3 4 2 0 1 1 4 1

訓 練 セ ン タ I 1

I

1 2

(琵)　消防士の総計には、消防学校入校中の7人を含む
定員　495人　　実員　494入
超短披無線装置欄中㊨は基地局、その他は移動局(車載)を示す
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3　消防水利状況

(昭58. 4. 1現在)

区 域

種 別

中 央 消 防 署 東 消 防 署 健 軍 消 防 署

計本 良 田 南
鰭
本

川 小 本 清 京
棉

本 出 読

署 崎 崎 尻 良 署 水 町 普 水 麻

公 設 消 火 栓 4 1 9 4 0 9 5 2 8 3 0 0 5 5 8 3 8 1 7 8 8 3 6 1 2 4 6 4 7 6 1,2 2 7 5 4 5 9 3 8 7,1 7 6

防 火 水 そ う

4 0 ㌦ 以 上

公 設 l l 6 1 6 l l 4 3 3 5 8 1 4 1 2 2 2 1 1 5

私 設 2 7 5 2 3 9 4 3 3 1 5 1 2 1 5 1 9 1 1 7

警 摘 孟 公 設 4 1 2 2 5 1 2 3 9 8 4 1 0 6 0

私 設 l l 3 6 4 l l 3 7 l l l l 8 l l 8 6

プ ル 7 3 6 6 5 9 1 9 3 5 6 2 6 5 8 1 0 8

泉 水 池 堀 4 0 m"以 上 2 5 2 3 3 1 3 3 1 2 3

4　火　災　統　計

(1)火災発生状況
(昭和57年)

区分 出

火

火 災 産 別 り 災 状 況 焼 損 面 積

損 害 額
建 林 草 船 そ 樵 世 人 死 負 建 林

月

件 の 傷 物 野 ( 千円 )
敬 物 野 両 舶 .他 . 敬 帯 負 者 者 (m 2) ( a )

1 l l 9 1 1 9 8 2 3 1 9 7 2,5 2 1

2 1 7 1 5 1 1 2 3 2 0 6 3 1 3 7 1 9 2 9 ,9 9 7

3 1 0 9 1 1 3 1 4 4 4 2 1 5 1 0 8 ,6 3 8

4 2 0 1 4 1 4 1 1 9 2 1 5 1 1 3 3 2 6 1 0 6 ,0 4 0

5 1 .8 1 6 2 2 .6 1 5 5 0 1 5 5 0 1 6 ,9 6 3

6 9 7 2 9 5 1 8 1 2 1 5,4 0 8

7 1 3 1 2 1 1 5 l l 3 0 4 4 6 0 3 5 ,5 3 3

8 6 5 1 1 3 1 0 2 5 1 3 8 8 6 ,1 6 3

9 6 5 1 5 3 1 0 1 5 5 2,6 4 5

1 0 1 2 1 2 2 0 1 9 5 4 5 5 6 7 1 2 ,3 5 7

l l 9 8 1 1 4 1 7 4 6 3 2 9 3 3 1 2,0 6 4

1 2 7 7 7 1 0 3 8 1 2 1 6 2 4 ,1 3 3

計 1 3 8 1 1 9 2 1 0 7 1 7 3 1 5 3 4 5 2 6 2 占 4 ,1 4 8 1 3 1 4 2,4 6 2

5 6 年 1 1 8 9 8 6 1 4 1 7 7 1 4 5 4 5 4 7 2 1 4 ,3 0 9 2 2 8 ,0 0 1

5 5 1 2 5 1 0 1 1 1 0 1 3 1 4 4 1 1 5 3 7 6 6 2 5 4 ,7 6 9 6 2 2 9 ,1 7 6

5 4 1 1 0 8 8 1 1 5 6 1 3 8 1 1 4 3 5 0 6 1 9 3 ,8 7 5 3 1 7 1,2 2 7

5 3 1 1 9 9 8 1 2 9 1 4 3 1 4 3 4 1 9 3 2 3 4 ,5 8 0 1 4 5 ,2 5 0

-280-



(2)虜囚別被害状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　千円)

年

原 因

5 3 5 4 5 5 5 6 5 7

件

8

損 件

敬

損 件

s

損 件

敬

m 件

ォc

損

竺巨 ・* 壁 ≡巨
口

壁
Q.こコ E] Fコ

Si 額 敬 敬 額

油

類

石子由ス トー ブ 5 6,8 8 7 3 3,9 9 3 7 1 4,7 6 3 1 0 3 6,3 0 3 5 5,4 6 3

<¥* - + - 1 4 3 9 ,8 7 4 1 6 1 1

そ の他 の引 火 1 5 1,6 8 1 9 3,3 3 1 1 0 7,6 7 4

車両 内燃機 関 1 6 1 1 5 0

電

51

関

係

漏 電 o 6 5

短 絡 2 2,9 2 2 3 7 0 0 4 1 9,9 4 3 3 1 8

ス パ ー ク 1 5 0 4 4,1 2 3 2 7,6 3 8

器 具 類 過 熱 4 2 6 4 6 6,12 5 7 2 5,9 8 9 3 1,5 4 9 6 2 6,0 6 9

電 気 ス トー ブ 1 2 8 5 1 2,2 3 8 1 5 5 6 2 1,1 2 0

か ま ど 8 7,0 2 9 1 1 0 3 6,4 9 7 4 4,9 5 2 5 4 4

ガ ス 器 具 1 3,2 0 7 9 7,20 0 6 7 2,2 0 8 13 5,8 6 3 2 4 1 6,6 9 1

た き 火 5 8▼8 6 9 1 4

火 あ そ び 5 4,0 3 4 1 0 2,8 1 0 1 6 5,5 9 4 l l 1,2 5 1 1 6 8,0 9 3

タ バ コ 1 4 4 0,5 3 5 1 2 5 6,0 7 2 8 6,2 5 1 1 5 3 1,5 8 6 1 9 1 2,5 6 2

マ ッ チ 1 3 5 2,5 4 6 2 7 2 1,9 5 3

煙 突 . . 煙 道 2 1 3 3 7,4 3 5 1 7 2 1,8 8 5

放 火 5 2,6 6 3 8 7,5 5 4 9 1 2,2 9 3 l l 2 2 6 1 2 1 3,3 7 0

乾 焼 設 備 1 6,3 9 8 2 8 2 2 7,4 4 4

溶 接 機 4 7 7 0 5 1 9 0 6 2 4 7 1 4 0,3 8 2

取 灰 1 8 0 1 1,7 4 7

蚊 取 線 .香 1 7 0 1 1 0

こ た つ 1 6,8 4 1 2 2,8 8 3

再 燃 1 4 0 1 1 1,1 7 4 1 8 9 5

自 然 発 火 1 2

火 鉢 1 1 2

n - V h 1 5 0 3 4,1 4 5 2 2,4 2 6

そ の 他 14 1 7,0 5 4 4 6 0 2 5 9,8 2 6 7 9,6 7 4 9 3 8 3

不 明 l l 2 5,8 8 4 1 2 5 9,7 7 3 l l 3 5,5 4 6 1.7 3 8,1 6 5 2 1 3 7,1 4 5

不 審 火 6 7,0 4 8 8 9,0 4 1 1 2 1 0,6 20 7 2 7,1 6 2

焼 却 火 1 0 2,6 8 9 7 9 1 3 8 3 2 8 4 1,9 4 9 5 4,9 5 8

調 査 .中

令 . 計 1 1 9 14 5,2 5 0 1 1 0 1 7 1,2 2 7 1 2 5 2 2 9,1 7 6 1 18 2 2 8,0 0 1 1 3 8 1 4 2,4 6 2

(注)　ガス器具の中には天ぷら油を含む
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5　予　　　防

(1)危険物製造所等
(昭58. 3. 31現在)

製 造 所 3

貯

蔵

所

屋 内 貯 蔵 所 1 4 8

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 7 0

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 4 6

地 下 ク . ソ ′ク 貯 蔵 所 3 4 4

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所 3

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 6 4

屋 外 貯 蔵 所 2 9

小 計 7 0 4

敬

級

所

給 油 取 扱 所 3 4 2

販 売 取 扱 所 7

- 般 取 扱 所 3 3 3

み な し 移 送 取 扱 所 5

小 計 6 8 7

総 計 1,3 9 4

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

m m

年 新 築 増 築 & ォ 移 転 修 繕 模様替え 用途変 更 計 画変 更 仮 使 用 合 計
耐 火 簡

耐 構 造

5 3 6 .3 2 9 1 ,6 0 4 5 l l 1 9 2 5 7,9 8 4 1 ,7 9 5

5 4 7 ,3 6 9 6 3 3 4 2 1 9 8 .1 5 1 1 4 0 6

5 5 5 ,0 8 5 1 ,4 6 1 9 1 3 1 2 1 2 6 ,5 8 3 1ユ0 8

5 6 4 4 8 9 1 3 8 1 1 5 9 1 2 1 6 5 0 7 7 6 ,0 4 0 1 ,3 1 7

5 7 4 .5 5 8 1 ,1 7 2 6 1 4 1 1 8 3 6 1 0 8 5,9 1 3 1 ,0 7 3
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(3)防火対象物現況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭58. 3. 31現在)

防 火 対 象 物 別

計 中央 消 防署 東 消 防 署 健 軍 消 防 署

計

法 8 条 法 1 7 条 法 8 法 1 7条 法 8 条 法 1 7条 法 8 法 1 7条

指 定 指 定 拷 指 定 指 定 指 定 描 指 定

( A 号 ) ( B * ) ( A 号 ) ( B 号 ) (A 専 ) ( B 号 ) ( A 号 ) ( B ^ )

計 9 ,5 5 8 3,1 5 1 6 ,4 0 7 1 ,3 9 6 2 ,2 7 9 8 9 2 1 ,6 9 8 8 6 3 2 ,4 3 0

1

イ 劇 場 、映画 館 、演 芸 場 1 0 1 0 5 1 4

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 5 0 4 3 7 1 7 7 l l 1 5

2

イ
キ ャバ レー、カ フ ェ ー

ナ イ ト ク ラ ブ
3 3 2 6 7 2 4 5 1 1 2

ロ
遊 技 場 、ダ ンス .ホ ー ル 6 8 6 2 6 2 5 2 l l 3 2 6 1

3

イ 待 合 、 料 理 店 4 1 3 5 6 2 8 5 3 4 1

ロ 飲 食 店 2 2 5 1 6 5 6 0 8 0 2 2 2 0 1 4 6 5 2 4

4
百 貨 店 、 三 I ケ ツ ト

展 可く 場
4 0 9 3 3 1 7 8 1 4 9 4 1 8 9 2 0 9 3 1 i

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 等 3 4 5 1 4 4 2 0 1 5 9 1 1 7 4 7 4 9 3 8 3 5

ロ 寄 宿 舎 、 共 同 住 宅 等 3,3 7 7 2 8 1 3 ,0 9 6 8 3 8 2 5 9 1 9 6 9 1 0 7 1 ,3 0 2

6

イ 病 院 、 診 療 所 等 4 9 8 2 6 7 2 3 1 9 4 1 0 0 9 6 5 4 7 7 7 7

ロ 福 祉 、 救 護 施 設 等 1 5 5 1 5 2 3 5 4 2 4 3 5 5 1

ノ、 幼 稚 園 、 養 護 学 校 6 6 6 6 2 3 2 4 1 9

7 /J＼ 申、高 校、各種 学校 1 7 6 1 7 3 3 5 7 6 7 2 4 9 1

8 図 書 館 、 博 物 館 4 4 2 o

9

イ トル コ 、 サ ウ ナ 浴 場 5 2 3 6 1 6 3 5 1 5 1 1

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 6 7 3 6 4 1 2 3 2 2 5 1 6

1 0 停 車 場 7 3 4 3 2 1 1

l l 神 社 、 寺 院 .、 教 会 8 7 5 2 3 5 3 1 1 6 9 1 3 1 2 6

1 2

イ 工 場 、 作 業 場 7 8 2 1 0 9 6 7 3 6 9 3 6 5 1 9 1 0 7 2 1 2 0 1

ロ 映 画、テ レ ビス タジ オ

1 3

イ 車 庫 、 駐 車 場 6 9 1 0 5 9 6 3 1 3 1 0 1 1 8

ロ 格 納 庫

1 4 倉 庫 6 6 9 2 7 6 4 2 1 7 2 9 8 2 9 0 8 2 5 4

1 5
前 各 号 に 該 当 し な い

事 業 . 所
7 5 0 3 0 2 4 4 8 1 3 1 1 5 1 1 0 5 1 2 9 6 6 1 6 8

1 6

イ 複 合 用 途 1 ,1 6 0 7 5 4 4 0 6 3 7 0 1 3 5 2 1 6 1 0 5 1 6 8 1 6 6

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 4 3 3 9 1 3 4 2 3 2 1 0 6 2 8 1 0 1 3 1 1 3 5

(16 の 2 ) 地 下 街

1 7 重 要 文 化 財 1 0 5 5 1 2 2 蝣> 2 1

1 8 - y - 1 5 1 5 9 4 2

(注)法　8条指定-防火管理者を必要とする対象物(A号)
法17条指定-消防用設備等を必要とする法8条指定以外の対象物(B号)

-283-



(4)中高層建築物の現況
(昭57. ll. 30現在)

階 数

防 火 対 象 物 別

4 5 6 7 8 9 1 0 l l 1 2 1 3 1 4 1 5 計

内 有

精

を の

1 5 m

未 満

1 5 m

以 上

3 1 m

未 満

3 1 m

」 8

え る

も の

1

イ 劇 場 、 映 画 館 、 演 芸 場 3 2 5 1 1 4

ロ 公 会 堂 、 集 会 場

2

イ
キ ヤ ノヾ レ - 、 カ フ ェ ー

ナ イ ト ク ラ ブ
6 3 1 1 l l 8 6 5

口 遊 技 場 、 ダ ン ス ホ ー ル 1 1 1

3

イ 待 合 、 料 理 店 3 2 5 1 3 2

⊂l 飲 食 店 1 8 l l 4 1 3 4 1 6 1 6 1 8

4 百 貨 店 、マーケ ッ ト展 示 場 3 5 1 2 4 2 1 5 4 1 9 3 1 2 3

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 2 3 1 0 7 6 4 2 1 3 5 6 1 8 2 3 3 2 1

ロ 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 4 0 9 3 2 2 2 4 l l 9 3 5 3 3 7 8 9 7 7 0 2 .8 3 4

6

イ 病 院 、 参 療 所 8 7 3 3 2 3 6 5 1 1 1 5 6 2 1 7 7 7 7 2

ロ
福 祉 、 救 護 施 設

1 1 1

ノ、 幼 稚 囲

7 小 中 高 大 学 各 種 学 校 6 8 1 8 5 1 1 9 3 9 2 4 6 8 1

8 図 書 館 、 博 物 館 2 2 2

9

イ ト ル コ 、 サ ウ ナ 浴 場 2 3 4 1 2 8 1 2 1 7

a イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 停 車 場 1 1 1

l l 神 社 、 寺 院 、 教 会 3 3 2 1

1 2

イ 工 場 、 作 業 場
8 1 3 1 2 3 2 1 0

ロ
映 画 、 テ レ ビ ス タ ジ オ

1 3

イ 車 庫 、 駐 車 場 1 1 2 1 5 1 2 3

ロ
格 納 庫

1 4 倉 庫 7 l 8 4 4

1 5
前 各 号 に 該 当 し な い

事 業 所 1 2 1 3 5 2 3 1 3 l l 9 2 1 1 1 2 1 7 5 3 8 9 1 1 9 9

1 6

イ 複 合 用 途 2 0 8 9 4 5 3 3 2 1 9 l l 1 0 5 3 1 4 3 6 1 2 6 1 9 7 2 3 0 9

ロ
イ 以 外 の 複 合 用 途 7 1 3 3 1 7 l l. 3 *> 3 14 0 1 0 7 8 6 1 1

( 1 6 の 2 ) 地 下 街

1 7 重 要 文 化 財 1 1 1 3 3 3

計 1 ,1 0 0 5 8 3 1 6 8 8 3 4 9 3 2 2 0 1 4 5 2 3 1 2 0 B O 2 9 7 1 2 8 0 7 5 3 2 7
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(5)予防広報及び行事回数
(昭和5 7年度)

車両による 地嚢対策訓練

( 雷災害導芸)

防 火 .班 指 導

鐙 霊豊 孟 芸) . J B F C 指導 B F C 指導 事業所訓練 防災屠 防災ビデオ

防 火 広 報 (左 同) (左 同) (左 同) (16 ミリ映画)

1 6,2 4 9 1 3 2 8 8 2 5 0 3 3 2 3 2,6 6 8 2 7 8 1

6　救　急　活　動

(昭和5 7年)

区 分

月

出 勤

回 数

事 故 種 別

救 急

件 数

救 護 人 員

不 搬

送 数

火 自

然

求 交 労

働

運

サ 般

加 自

損

急 そ

の

他

男 女 計

災

輿

害 m 過

災

空
m
技

負

傷 s

行

為 病

1 7 8 1 5 1 4 6 1 0 9 7 6 9 9 4 1 4 1 0 3 7 0 8 4 5 7 2 7 4 7 3 1 7 3

o 7 4 7 1 3 1 2 3 9 6 6 9 7 9 4 2 0 9 1 6 6 5 4 0 6 2 8 1 6 8 7 8 2

3 7 7 1 4 1 4 4 9 6 9 4 7 1 2 3 9 8 9 7 6 8 8 3 8 0 3 1 8 6 9 8 8 3

4 6 9 5 7 1 1 4 5 l l 1 3 8 2 8 1 4 3 2 0 9 4 6 3 0 4 0 5 2 4 1 6 4 6 6 5

5 8 0 3 l l 2 2 0 5 2 1 8 8 8 1 2 l l 3 6 3 9 1 7 3 1 4 6 1 3 0 4 7 fi 5 7 2

6 6 8 4 2 1 1 8 7 8 1 5 6 7 4 1 2 3 0 0 8 8 6 1 6 3 8 1 2 6 6 6 4 7 6 8

7 7 2 0 8 2 1 6 2 ¥ 2 1 2 8 0 l l 1 4 3 1 5 1 0 4 6 2 4 3 7 7 2 7 5 6 5 2 9 6

8 7 2 3 3 1 1 6 4 l l 1 7 6 6 l l 6 3 4 3 1 0 1 6 4 4 4 1 5 2 6 6 6 8 1 7 9

9 7 3 6 4 1 1 8 0 1 2 8 7 1 3 1 2 3 4 6 9 9 6 6 5 3 8 5 2 9 3 6 7 8 7 1

1 0 6 9 9 8 1 9 0 l l 1 4 7 5 6 6 2 9 4 9 5 6 3 3 4 0 8 2 5 7 6 6 5 6 6

l l (1 6 5 3 1 1 9 4 4 1 5 7 0 8 7 2 8 4 7 9 6 0 1 3 8 0 2 5 7 6 3 7 6 4

1 2 7 7 7 3 1 9 6 7 2 8 6 1 0 5 3 6 0 1 0 8 6 9 4 4 2 0 2 9 9 7 1 9 8 3

計
(4 0 1) (1 )

9

(9 9) (6)
.

(6 0) 0 ) (諺 8 7 7) (4 9 ) (3 6 2 ) ¢3 4) U 4 9 ) (3 8 3 ) (3 9)

8 ,8 0 1 7 1 2 X )3 6 1 0 6 1 3 5 9 2 4 9 6 1 1 7 4 ユ5 7 1,1 5 0 7 β9 9 4 β7 5 33 3 1 8 2 0 6 9 0 2

5 6 年
(3 7 4) ( 1 ) ( 1 ) a 0 6) . C5 ) . C ) (3) a 6 4 ) (4 4 (3 3 3) C 2 0 ) U 4 3) (3 6 3 ) (4 1

8 ,4 1 4 6 7 1 2 1 ,8 2 9 1 1 4 1 3 8 8 5 7 9 4 1 0 7 4 .0 5 3 1 .1 4 3 7 5 4 0 4 7 6 1 3 0 9 4 7 8 5 5 8 7 4

5 5

(3 8 4 )

5 3

( 1 ) ( 1 ) . : ( l l ) 8 0 ) (3 6 ) & (7 ) 0 7 1) (4 6 ) 」 3 4) C 2 fi ) 0 2 5 ) t.3 5 1 ) (.5 0 1)

8 ,0 7 5 1 1 0 1 5 7 fi 1 3 1 1 5 8 8 1 4 8 6 1 1 5 3 S 9 9 1 ,1 3 2 7 2 6 7 4 fi l 5 2 3 9 0 7 6 0 5 8 0 8

5 4

(3 2 6 )

3 6 1

( 2 ) (1 0 1 ) (1 3 ) & (3 6) (3 ) Q6 ) U 1 2 ) (5 0) ゥ 8 7) (2 1 1) (1 1 5 ) (3 2 6 ) -

7 ,2 9 4 9 1 ,3 8 2 1 3 7 1 1 9 8 0 0 1 0 9 1 2 8 3 5 5 1 1 ,0 2 2 5 6 6 4 0 5 4 2 8 0 5 6 β5 9 7 2 8

5 3

(2 7 3 )

6 1

( 1 ) tf 3 ) a 1 ) C5) 8 6 ) Q l) (わ a 2 7) (3 5) C 4 0 ) (1 6 8 ) ¢ 3) (2 5 1 ) (3 3 )

6 ,5 4 0 5 1 .2 4 3 1 2 8 1 2 8 6 6 5 6 6 1 2 7 3 J 6 9 9 4 8 ,7 8 4 3 5 6 0 2 4 9 2 6 0 5 :≡ 7 5 6

5 2

(2 6 2 )

8 5

( 2 ) (7 7 ) (7 ) (3) (3 0) ⑨ (1 0) (9 1) (3 9 ) e ュl) U 6 3 ) (8 5 ) C 4 S ) (4 1)

6 ,1 9 5 1 4 1 ,1 1 7 1 0 4 1 2 0 6 6 6 7 6 1 2 3 3 0 1 5 8 7 5 4 9 4 3 4 7 2 2 2 8 9 5 ,7 6 1 7 0 1

駐) ( )内は熊本市が北部町　河内町　飽田町　天明町より委託を受けて処理した救急業務件数を示す

(昭4 8.1 1業務開始)
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7　消　　防　　団

(1)組　　織 1団　56分a (定員)2,070人

市　長-消防団(団本部)-分　団-

(2)団員及び消防ポンプ数

部--

火先斑
ポンプ班
警戒:班

(団長一副団長)(分団長一副分団長) (部長) (班長)

"

熊本県消防協会

熊本市支部

(昭5 8.4.1現在)

階 級 別 団 長 副 団 長 分 EE 長 副 分 所 長 部 長 班 長 そ の他

の団 員
計 消 防 ポンプ

自 動 車
小 型 動 力 ポ ン プ
w ォ ォ

「 ∵ ∵

現 在 数 1 6 5 6 5 6 9 2 2 7 6 1,5 5 5 2,0 4 も 4 5 4 3 4

(3)報酬及び重用弁催

階. 級 別 団 長 副 団 長 分 団 長 副分団 長 部 長 班 長 e o m
の 債 員

報 酬年額 ( 円 ) 4 0,0 0 0 3 3,0 0 0 2 6,0 0 0 2 1,0 0 0 1 7 ,0 0 0 1 6,0 0 0 1 5,0 0 0 [

区 分 費 用 弁 償 額 (円)

訓 練 出 動 1 回につ き 1,8 0 0

研修 、講 習又は訓練 のため本県消防学校に 入校 したとき 日 額 3,0 0 0

(注)水火災及び警戒出動VE対しては交付金によって弁償(5 8年度予算額1 4,4 0 3千円)
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